
① 1989年 2月 10日 ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ 第23・ 24号 (合併号)

広島・北京ユネスコ協会

友好姉妹協会締結

記念特集号

広
島

・
北
京
協
会
が
姉
妹
縁
組
み

平
成
幕
明
け
の
今
年
は
、
広
島
ユ

ネ
ス
コ
協
会
に
と
っ
て
は
、
北
京
市

ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
と
の
友
好
関
係
が

締
結
書
に
基
い
て
正
式
に
ス
タ
ー
ト

す
る
交
流
元
年
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
十
月
十
八
日
、
北
京
市
で
、

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
は
、
岐
阜
県
ユ

ネ
ス
コ
協
会
と
と
も
に
北
京
市
ユ
ネ

ス
コ
ク
ラ
ブ
と
の
間
で

「
日
中
ユ
ネ

ス
コ
友
好
姉
妹
協
会
」
締
結
書
に
調

印
し
ま
し
た
。
そ
の
発
効
が

一
九
八

九
年

一
月

一
日
で
す
。

今
回
の
締
結
は
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ

協
会
連
盟
と
中
国
教
育
国
際
交
流
協

会
と
の
間
の
四
年
間
に
わ
た
る

「
日

中
民
間
ユ
ネ
ス
コ
交
流
計
画
」
に
基

い
て
、
そ
の
最
終
年
度
に
、
単
位
ク

ラ
ブ
段
階
で
の
交
流
を
発
進
さ
せ
る

た
め
に
、
日
中
両
協
会

・
連
盟
の
仲

介
で
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
と
り
わ

け
友
好
と
平
和
の
推
進
と
い
う
観
点

か
ら
、
そ
の
当
事
者
の
一
つ
に
広
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
選
ば
れ
た
わ
け
で

す
。

友
好
姉
妹
協
会
締
結
に
あ
た
っ
て

訪
中
団
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
が
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
か
ら
は
、
加
藤
朗

一
副
会
長
が
団
長
と
し
て
、
信
井
正

行
副
会
長
、
新
川
貞
之
常
務
理
事
が

参
加
し
ま
し
た
。

向
こ
う
四
年
間
、
日
中
交
流
の
絆

を
深
め
る
中
で

「北
京
か
ら
何
を
学

び
、
広
島
は
何
を
伝
え
る
べ
き
か
」

―

重
大
で
、
や
り
甲
斐
の
あ
る
活

動
が
始
ま
り
ま
す
。

以
下
、
訪
中
国
の
報
告
で
す
。

一
九
八
四
年
か
ら
の
日
本
ユ
ネ
ス

コ
協
会
連
盟
と
中
国
教
育
国
際
交
流

協
会
と
の
友
好
交
流
計
画
は
、
新
た

に
地
域
ユ
ネ
ス
コ
協
会
間
の
友
好
姉

妹
締
結
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
調
印
が
わ
れ
わ
れ
訪
中
団

に
託
さ
れ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

十
月
十
八
日
、
調
印
が
行
な
わ
れ

る
中
国
教
育
国
際
交
流
協
会
は
、
秋

空
高
く
五
星
紅
旗
を
は
た
め
か
せ
、

会
議
室
に
は
友
好
の
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
た
。

冒
頭
、
中
国
教
育
国
際
交
流
協
会

を
代
表
し
て
黄
仕
埼
副
会
長
は

「
日

中
友
好
の
発
展
は
人
類
の
発
展
と
幸

福
の
原
動
力
だ
」
と
、
格
調
の
高
い

挨
拶
を
さ
れ
た
。
次
い
で
、
北
京
市

ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
協
会
の
陶
西
平
主

席
は
、
新
し
い
姉
妹
協
会
の
意
義
を

荘
重
な
語
調
の
中
に
期
待
を
込
め
て

力
強
く
述
べ
ら
れ
た
。

私
は
、
「新
た
な
前
進
に
あ
た
っ

て
は
、
日
中
友
好
の
原
点
に
立
っ
て

姿
勢
を
正
し
、
友
好
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
、
信
ず
る
と
こ
ろ
を
述
べ
、

併
せ
て
、
原
爆
の
惨
禍
に
あ
っ
た
広

（調
印
式
。
中
央
が
加
藤
団
長
〉

島
市
民
の
平
和
へ
の
願
い
に
も
触
れ

た
。日
中
双
方
の
多
数
の
参
列
者
の
見

守
る
中
、
代
表
者
に
よ
る
調
印
が
終

わ
り
、
こ
こ
に
新
た
な
崇
高
な
課
題

に
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
日
は
、
昼
と
夜
二
回
に
わ
た
っ

て
中
国
側
か
ら
の
招
宴
が
催
さ
れ
、

翌
日
夕
刻
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
答
礼

宴
を
も
っ
て
こ
れ
に
応
え
た
。
和
や

か
な
談
笑
と
乾
杯
を
重
ね
る
中
で
、

早
く
も

「老
朋
友
」
と
も
呼
び
合
え

る
よ
う
な
楽
し
い
雰
囲
気
に
満
ち
た

も
の
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
北
京
市
ユ
ネ
ス
コ
ク

ラ
ブ
は
、　
一
九
八
四
年
に
発
足
し
、

朗
　
一
¨

友
好

の
新

た
な
前
進

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
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第23・ 24号 (合併号 ) ヒ ロ シ マ ・ ユ 不 ス コ 1989年 2月 10日 ②

日中ユネスゴ友好姉妹協会締結書

1984年 、日本ユネスコ協会連盟と中国教育国際交流協会は「日

中民間ユネスコ交流計画協議書」を締結して以来、両国のユネ

スコ交流の発展、並びに日中民間ユネスコ活動の促進に積極的

に努力を重ねてきた。  
´

同交流計画による双方の密接な友好関係の成果をふまえ、中

国の地域ユネスコ組織と日本の地域ユネスコ協会の交流をます

ます促進することをめざし、ここに日中双方合意のもとに、

「ユネスコ友好姉妹協会」を締結する。

l.中国北京ユネスコクラブと日本の広島ユネスコ協会および

岐阜県両ユネスコ協会は友好関係を樹立する。両者li随時に

ユネスコ活動資料、図書を交換する。

2 1989年度と1991年度は中国側が北京市ユネスコクラブ代表

団を日本に派遣する。1990年度と1992年度は日本側が中国に

派遣する。

3 双方は、派遣団の往復渡航費は自前で負担し、代表団受け
入れの際の国内諸経費 (食事、宿泊、交通費など)は受け入
れ側が負担する。

4 代表団の訪間日数は10日 間、団は7人で編成する。

本協議書の有効期間は4年間 (1989年 1月 1日 ～1992年 12月

31日 )と する。締結期間中の改変などについては、双方の協議

に基づき、合意の上決定する。

1988年 10月 18日

日本ユネスコ協会連盟  粟 野 .鳳
広島県ユネスコ協会   加 藤 朗 一
岐阜県ユネスコ協会   澤 島  武

同
協
会
は

一
九
八
六
年
に
成
立
、
現

在
の
会
員
数
は

一
万
五
千
名
で
あ

る
。　
一
九
八
六
年
の
国
際
平
和
年
、

一
九
八
七
年
の
国
際
居
住
年
、　
一
九

八
八
年
の
国
際
旅
行
年
に
は
、
協
会

よ
り
統

一
テ
ー
マ
行
事
の
設
定
が
な

さ
れ
、
各
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
に
基
い

て
多
彩
な
行
事
が
展
開
さ
れ
た
。

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
、
今
回
訪

問
参
観
し
た
学
校
管
見
の
中
か
ら
摘

す
る
と
―
―

（北
京
市
二
塁
洵
小
学
）

正
門
の
門
柱
に
二
塁
洵
中
心
小
学

手
不
ス
コ
ク
ラ
ブ
と
大
書
し
た
表
札

が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。
手
不
ス
コ
に

対
す
る
学
校
の
基
本
姿
勢
が
偲
ば
れ

た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
メ
リ
カ
に

姉
妹
校
を
も
つ
。

（北
京
市
第
四
中
学
〉

八
十
年
の
歴
史
を
も
つ
代
表
校
。

代
表
団
は
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
金

賞
を
得
た
と
い
う
民
族
楽
器
ク
ラ
ブ

の
演
奏
を
聞
く
。
「荒
城
の
月
」
の

演
奏
に
感
動
す
る
。
ビ
デ
オ
に
録
っ

て
日
本
の
中
、
高
校
生
に
視
聴
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
。

〈崇
文
区
青
少
年
科
技
館
〉

科
学
技
術
教
育
を
主
と
す
る
青
少

年
の
校
外
教
育
機
関
。
作
業
中
の
生

徒
が
作
品
に
署
名
し
て

一
行
に
ブ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
。

こ
の
度
の
訪
中
で
は
、
敦
燈
、
西

安
等
で
中
国
が
世
界
に
誇
る
数
多
く

の
文
化
遺
産
に
接
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
ま
で
単
に
概
念
的
で
あ
っ
た

も
の
が
、
今
や
生
き
た
感
動
と
し
て

私
の
中
に
宿
っ
た
。
ま
た
、
あ
の
広

い
国
土
と
十
億
の
民
衆
が
繰
り
ひ
ろ

げ
る
新
し
い
建
設
の
実
態
に
触
れ
た

こ
と
は
、
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

中
国
の
あ
る
要
人
が

「
中
国
は
今
や

李   活
陶  西 平

新
た
な

『長
征
』
を
開
始
し
た
」
と

言
わ
れ
た
気
迫
に
も
接
す
る
思
い
が

し
た
。
中
国
の
現
実
は
確
か
に
厳
し

い
が
、
な
世
紀
の
中
国
の
前
途
に
は

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。

西
欧
地
区
の
航
空
日
程
は
大
変
不

順
で
あ
っ
た
．
そ
の
た
め
、
お
世
話

く
だ
さ
っ
た
多
く
の
方
々
の
ご
配
慮

も
大
変
で
あ
っ
た
。

と
り
わ
け
、
全
行
程
を
ご
案
内
い

た
だ
い
た
落
寛
、
刈
宝
霞
両
先
生
に

心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
る
。
上
海

空
港
で
は
、
文
字
ど
お
り
の
再
見
を

誓
っ
た
。

中国教育国際交流協会

北京市ユネスコクラブ

く昨年 9月 21日広、北京市ユネスコクラブ7人の代表団がご来広。見学先の広島大学附属高校で。左から6人目が、陶西平団長)
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「
松
斎
梅
譜
」

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長

信 の

井 し

正 と

イテ

こ
の
た
び
の
訪
中
に
際
し
て
、
私

は

一
冊
の
本
を
携
行
し
て
行
く
こ
と

に
な
る
。
今
夏
、
広
島
市
立
中
央
図

書
館
が
刊
行
し
た

「松
斎
梅
譜
」
復

刻
版
で
あ
る
。

姉
妹
提
携
調
印
式
の
翌
十
月
十
九

日
、
北
京
図
書
館
で
館
長
弁
公
室
主

任
の
黄
潤
午
先
生
に
お
渡
し
て
ほ
っ

と
す
る
。

「松
斎
梅
譜
」
は
元
代
の
画
家
呉

大
素

（号
は
松
斎
）
が
著
し
た
書
物

で
あ
り

（
一
二
五

一
年
）
、
そ
の
原

本
は
中
国
に
も
伝
わ
ら
ず
、
そ
の
写

本

（別
註
）
が
四
点
、
日
本
に
現
存

〈松
斎
梅
譜
を
贈
る
信
井
さ
ん
＝
左
〉

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。

そ
の
写
本
の

一
冊
を
広
島
市
立
中

央
図
書
館
が
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
の

た
び
の
復
刻
版
は
正
確
に
は

「松
斎

梅
譜
」
写
本
復
刻
版
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
梅
譜
と
は
梅
の
図
鑑

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
中
国
で
梅

が
と
く
に
熱
心
に
愛
好
さ
れ
、
鑑
賞

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
宋
代

（九

六
〇
―

一
二
七
九
年
）
以
後
の
こ
と

で
あ
る
。
中
国
で
は
梅
は
三
友
（松

・

竹

・
梅
）
四
君
子

（蘭

・
菊

。
梅

・

竹
）
の
い
ず
れ
に
も
入
れ
て
愛
好
す

る
。
日
本
人
が
桜
を
愛
す
る
の
と
好

対
照
で
あ
る
。

日
本
人
の
桜
の
見
方
は
、

敷
島
の
　
大
和
心
を
　
人
と
は
ば

朝
日
に
匂
う
　
山
桜
花

（本
居
宣
長
）

で
あ
り
、

久
方
の
　
光
の
ど
け
き

春
の
日
に
　
し
づ
心
な
く

花
の
散
る
ら
む
（紀
友
則
）

で
あ
る
が
、
中
国
人
の
梅
花
を
賞
で

る
詩
は
、
数
多
く
あ
る
。
代
表
的
な

も
の
と
し
て
は
、
次
の
詩
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「詠
梅
」
　
　
　
陸
瀞

駅
外
断
橋
辺
　
　
　
寂
莫
開
無
主

己
是
黄
昏
独
自
愁
　
更
著
風
和
雨

無
意
苦
争
春
　
　
　
一
任
群
芳
”

零
落
成
泥
候
作
塵
　
只
有
香
如
故

著
者
、
呉
大
素
の
伝
記
の
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
会
稽

・
余

眺

（浙
江

・
紹
興
）
の
人
で
あ
る
。

「松
斎
梅
譜
」
の
自
序
に

「湖
海

を
漫
浪
し
て
今
に
四
十
年
」
と
あ
る

か
ら
、
若
い
時
か
ら
故
郷
を
離
れ
て

遍
歴
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
間
、
諸
国
の
文
人
と
の
交
わ

り
の
中
か
ら
の
も
の
と
思
わ
れ
る
朱

子
学
の
片
鱗
、
あ
る
い
は
禅
僧
ら
と

の
交
遊
を
裏
づ
け
る
祥
宗

へ
の
浅
か

ら
ぬ
関
心
、
さ
ら
に
は
宋
の
道
学
の

影
響
が
、
そ
の
論
説
の
中
に
感
じ
と

ら
れ
る
。

さ
れ
ば
、
「松
斎
梅
譜
」
は
梅
の

図
鑑
と
い
う
よ
り
も
、
梅
画
法
を
通

じ
て
の
哲
学
書
と
い
う
性
格
の
著
述

と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

隋

・
唐
以
後
、
日
本
の
学
徒
は
中

国
の
文
物
を
も
と
め
て
、
先
を
争

っ

て
海
を
渡
っ
て
行
っ
た
。

「
松
斎
梅
譜
」
も
日
本
の
学
僧
た

ち
に
よ
り
写
本
に
し
て
も
ち
帰
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
さ
ら
に
幾

人
か
の
手
に
よ
っ
て
書
写
が
行
わ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

か
つ
て
学
僧
た
ち
の
命
が
け
の
渡

航
に
よ
っ
て
も
ち
帰
ら
れ
た

「松
斎

梅
譜
」
を
、
再
び
海
を
越
え
て
中
国

に
お
返
し
で
き
た
こ
と
に
、
ひ
と
し

お
の
感
慨
と
心
ひ
そ
か
な
喜
び
を
か

み
じ
め
た
の
で
あ
る
。

（註
）
写
本
四
点
。
近
衛
本
、
妙
知

院
本
、
富
岡
本
、
浅
野
本

（広
島
市

立
中
央
図
書
館
蔵
）
の
四
冊
。
い
ず

れ
も
欠
落
が
少
く
な
い
が
、
そ
の
中

で
浅
野
本
が
唯

一
首
尾
完
備
し
て
お

り
、
も
っ
と
も
欠
落
が
少
な
い
。
旧

広
島
藩
主
浅
野
家
に
伝
わ
り
、
広
島

市
立
中
央
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
富
岡
本
は
も
と
狩
野
家

に
伝
わ
り
、
の
ち
に
富
岡
鉄
斎
の
蔵

す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
鉄
斎
の
手
に

な
る
と
思
わ
れ
る
書
き
込
み
が
あ

る
。
現
在
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
。

広
島

・
北
京
協
会
縁
組
み
を
記
念

す
る
パ
ー
テ
ィ
は
、
昨
年
１２
月
１２
日

広
島
市
チ
サ
ン
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

広
島
市
、
各
団
体
、
広
島

ユ
協
な
ど

の
メ
ン
バ
ー
百
五
人
が
出
席
し
、
歓

談
の
う
ち
に
日
中
交
流
の
発
展
を
喜

び
ま
し
た
。
ま
た
、
会
場
に
李
春
生

さ
ん
ら
在
広
中
国
人
留
学
生
も
参

加
。
（写
真
）

輻
11111,`11

,おt"凛 機 募 な

■
国
際
交
流
サ
ロ
ン

（会
場

・

本
通
リ
ア
ン
デ
ル
セ
ン
）
２
月

２５
日
１４
時
広
島
女
子
大
学
長
河

上
道
生
氏
。
３
月
１６
日
１８
時
＝

外
務
省
石
橋
太
郎
氏
。

■
文
化
講
演
　
３
月
２８
日
１８
時

――
竹
沢
丹

一
氏
。
平
和
記
念
館

昨
年
九
月
、
古
都
奈
良
の
第
４４
回

　

恵
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
広
島
訪

日
本

ユ
ネ
ス
コ
運
動
全
国
大
会
と
シ

　

間
を
終
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
北
京
市

ル
ク
ロ
ー
ド
博
に
参
加
す
る
機
会
に
　
　
ュ
ネ
ス
コ
ク
ラ
プ
の
使
表
団
員
と
の
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ン
隊
を
味
わ
い
ま
し
た
。

Ａ
英
高
窟
の
文
化
遺
産
Ｖ

歴
史
の
謎
と
さ
れ
、
秘
密
の
古
文

書

（約
二
万
巻
）
の
蔵
経
洞
が
あ
る

莫
高
窟
の
壁
画
や
、
仏
像
を
懐
中
電

燈
の
光
で
鑑
賞
し
、
洞
窟
の
大
仏
像
、

高
さ
３３
口
月
（奈
良
の
大
仏
が
１６
陣
り

の
巨
大
さ
に
驚
嘆
し
ま
し
た
。
砂
丘

の
全
洞
窟
、
四
九
二
窟
が
こ
れ
ま
で

明
ら
か
に
さ
れ
、
平
山
画
伯
の
提
唱

に
よ
っ
て
官
民

一
体
で
保
護
協
力
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

と
も
あ
れ
、
イ
ン
ド
を
起
源
と
す

る
石
窟
寺
院
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
を
通
過
し
、敦
建
で
開
花
し
、

莫
高
窟
は
、
障
害
を
乗
り
越
え
、
仏

教
壁
画
や
優
美
な
菩
薩
な
ど
が
今
に

生
き
続
い
て
い
ま
す
。

Ａ
古
都

・
西
安
の
華
Ｖ

黄
河
の
支
流
に
広
が
る
盛
唐
の
都

西
安
を
訪
れ
ま
し
た
。
歴
代
皇
帝
の

陵
墓
や
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
起
地
に

大
富
豪
が
巨
大
な
首
都
圏
を
築
い
た

都
で
す
。
「秦
始
皇
兵
馬
桶
」
の
地

下
博
物
館
の
陶
製
美
に
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。
玄
宗
が
揚
貴
妃
と
都
落
ち
し
た
ロ

マ
ン
で
有
名
な

「華
清
宮
」
や
、
儒

学
の
経
典
を
刻
み
つ
け
た

「碑
林
」

の
歴
史
的
遺
産
も
見
学
し
ま
し
た
。

こ
の
眼
で
確
か
め
る
こ
と
の
で
き

た
中
国
の
文
物
と
自
然
、
そ
し
て
人

び
と
の
お
も
て
な
し
に
、
日
中
ユ
ネ

ス
コ
の
友
好
と
交
流
を
さ
ら
に
深
め

て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▼
ぺ
あ
せ
ろ
べ
畑
▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
国
際

交
流
を
目
指
し
た

「
ぺ
あ
～
」
が
、

昨
年
１１
月
、
広
島
市
公
園
で
開
か
れ

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
も
主
催
者
の
一

員
と
し
て
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
を
担

当
、
外
国
人
留
学
生
、
子
供
ら
と
楽

し
い
秋
の
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▼
日
本
ュ
ネ
ス
コ
全
国
大
会
▲

第
４４
回
大
会
に
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
か
ら
河
村
盛
明
会
長
を
は
じ
め
七

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

再
会
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

一
カ
月
た
た
な
い
十
月

に
訪
中
し
、
皆
さ
ん
の
熱
烈
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。
加
藤
団
長
の
達
者
な

中
国
語
の
挨
拶
で
調
印
を
済
ま
せ
、

待
望
の
敦
違
、
蘭
州
、
西
安
な
ど
の

旅
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ａ
敦
連
へ
の
道
Ｖ

「敦
」
と
は
大
き
い
、
「建
」
と

は
盛
ん
、
の
意
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
の
源
流
に
連
ら
な
る
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄

え
た
こ
の
町
は
、
砂
漠
と
山
丘
の
地

に
あ
り
、ヽ
九
州
く
ら
い
の
広
さ
に
十

万
余
の
人
が
住
み
、
扇
状
地
が
オ
ア

シ
ス
と
な

っ
た
農
地
で
農
耕
を
営

み
、
有
名
な
メ
ロ
ン

（白
蘭
瓜
）
を

産
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
局
長
の
案
内
で
砂
礫
の
直

線
道
路
３０
キ
ロ
】
川
車
で
走
っ
た
所
、

県
城
か
ら
東
南
に
横
た
わ
る
鳴
沙
山

の
断
崖
に
、
数
百
の
洞
窟
が
穿
か
れ

て
い
ま
す
。
は
じ
め
て
見
る
砂
漠
の

細
か
い
砂
粒
に
足
を
埋
め
、
平
山
郁

夫
画
伯
の

「流
沙
浄
土
変
」
秀
作
を

思
い
、
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
キ
ャ
ラ
バ

〈新
川
貞
之
さ
ん
。
敦
連
で
〉

「
国
際
交
流
サ
ロ
ン
」
月
例
定
着

会
員
の
積
極
的
参
加
を

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
文
化

事
業
の

一
環
と
し
て
、
毎
月

一
回
、

国
際
交
流
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
″

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
当
協
会
の

活
動
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
い
停

滞
気
味
で
あ
る
こ
と
の
反
省
の
う
え

に
、
定
例
的
に
会
員
が
参
加
で
き
る

事
業
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
い
う
も

の
で
、
毎
月

一
回
、
著
名
な
講
師
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
て
お
ら
れ
る
講
師
か
ら
、
国
際

交
流
、
文
化
な
ど
の
お
話
し
を
お
聞

き
し
て
お
り
ま
す
。

す
で
に
、
昭
和
六
十
三
年

一
月
に

は
、
備
前
焼
陶
芸
作
家
の
藤
原
雄
氏

を
、
ま
た
、
二
月
に
は
琴
古
流
尺
八

宗
家
の
川
瀬
順
輔
氏
を
お
招
き
し
て

き
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
も
、
ひ
き
つ
づ

き
、
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
六
十
三
年
四
月
以
降
の
実
績
、

計
画
は
、
つ
ぎ
の
通
り
で
す
。

◆
四
月
二
十
六
日
＝
明
治
大
学
教

授

・
越
智
道
雄
氏

「
ア
ジ
ア
の
目
世

界
の
目
」
、
六
十
五
名
参
加
◆
五
月

十
日
＝
上
智
大
学
教
授

・
渡
部
昇

一

氏

「最
近
の
西
ド
イ
ツ
情
勢
」
二
十

名
参
加
◆
六
月
十
八
日
＝
広
島
市
郷

土
資
料
館
主
任
学
芸

・
榎
本
克
彦
氏

「植
物
と
国
際
交
流
」
二
十
六
名
参

加
◆
七
月
二
十
三
日
＝
広
島
大
学
附

属
高
校
教
諭

・
永
田
龍
男
氏
「中
国
、

出
会
い
そ
し
て
発
見
」
三
十
二
名
参

加
◆
八
月
二
十
七
日
＝
（財
）
広
島
市

国
際
交
流
協
会
常
務
理
事

・
深
崎
敏

之
氏

「再
び
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
を
訪

れ
て
」
三
十
五
名
参
加
◆
九
月
十
七

日
＝
前
駐
日
イ
ン
ド
大
使

・
エ
リ
ッ

ク

・
ゴ
ン
サ
バ
ラ
ス
氏

「
日
本
と
イ

ン
ド
の
関
係

・
過
去
、
現
在
、
未
来
」

四
十
九
名
参
加
◆
十
月
二
十
二
日
＝

広
島
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
校
長

・
テ
リ
ー

・
ド
ナ
ル
ド
ソ
ン

氏

「広
島
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
役
割
」
二
十
八

名
参
加
◆
十

一
月
二
十
五
日
＝
東
京

大
学
教
授

・
舛
添
要

一
氏

「
日
本
と

世
界

・
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
」
（財
）

広
島
市
国
際
交
流
協
会
主
催
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
に
合
流
◆

一
月
二
十

一
日
＝
西
独
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
大
学
教

授

・
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ク
ス
レ
氏

「
日
　

予
定
し
て
い
ま
す
。

欧
経
済
関
係
、　
一
九
九
二
年
の
Ｅ
Ｃ

域
内
統
合
と
日
本

へ
の
影
響
」

こ
れ
ら
の
例
会
は
、
毎
回
、
（財
）

広
島
市
国
際
交
流
協
会
に
主
催
者
と

し
て
参
画
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ほ
か
に
、
そ
の
都
度
、
日

本
外
交
協
会
、
広
島
日
独
協
会
な
ど

の
団
体
に
も
共
催
者
と
し
て
加
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

参
加
も
会
員
以
外
の
方
も
多
数
あ

り
、
着
実
に
、
こ
の
事
業
が
定
着
じ

つ
つ
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
、
こ
の
事
業
を
続
け
ヽ
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
方
の
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
は
二
月
二
十
五
日

（土
）
午

後
二
時

（本
通
り

・
ア
ン
デ
ル
セ

ン
）
、
「国
際
交
流
あ
れ
こ
れ
」
広
島

県
立
女
子
大
学
学
長
河
上
道
生
氏
を


